
(図１；用いた関数 )

1 研究背景
AIの発達に伴い多くの波形結合型音声合成アルゴリズムが作成されるようになり、大規模多言語学習モデルが登場し、
多くの言語を発話する事ができる発話アルゴリズムが作られるようになってきた。
しかし、そうしたモデルの作成・使用には多くの時間や計算費用が掛かるため、駅や商業施設などの音声案内として設置
するには不向きである。
そこで今回はJavaScriptを用いて発音記号単位でフォルマント合成を行い、高効率化と多言語化の両立を目指した。

2 実験手順
1. 入力内容に基づいて「Web  Audio API」を用いてサイン波を生成するコードを作成する。
2. 母音を2.1で作ったコードで作成する。
3. 子音を2.1で作ったコードと、ガウス関数を用いた時間制御のコードを組み合せて、作成する。

（ 図３；有声硬口蓋摩擦音[ʝ]の発音サンプル）

μ ガウス包絡のピーク(ミリ秒) σ 
ガウス包絡の標準偏差(ミリ秒) t 
時間(ミリ秒)

3 実験内容
1. 母音フォルマントの解析・再現
まず音声データを録音し、フーリエ変換でスペクトル分布を解
析する。そして得られた周波数とその音量を2.1のプログラム
で合成し、母音を再現する。
2. 子音の発音の再現
3. 2のプログラムを用いて、子音の再現を行う。図はIPA発音
サンプルにおける有声硬口蓋摩擦音[ʝ]と、その再現である。

（ 図３；有声硬口蓋摩擦音[ʝ]の発音サンプル） （ 図４；有声硬口蓋摩擦音[ʝ]の再現）
（ 図５；サンプルと再現の比較）

（ 図５；サンプルと再現の比較）

4  結果・結論
母音はフォルマントと倍音情報を用いることで、少数のサイン
波だけでも簡単に再現可能であることを確認した。子音はガ
ウス関数による時間制御を用いることで、特徴的な発音を再
現できることを確認し、サイン波のみで IPA音素の一部を十分
に合成できると分かった。

青い部分が共通の音
声要素で、黄色い部分
が共通でない音声部分

（ 図４；有声硬口蓋摩擦音[ʝ]の再現）

５ 考察
本研究は、AIモデルとは異なる軽量なフォルマント合成がWeb上で有効である可能性を示唆した。
母音はフォルマント再現で知覚可能であった一方、子音においては破裂音などには課題も残る。
今後はノイズ導入が望まれるが、多言語対応の容易さは本研究を行う上での大きな利点と考えられ、
今後の応用に期待できる。

６ 今後の展望
現状では１文字ずつでしか合成できないので、文章を合成できるようにする。
高低アクセントを対応させ、声調言語の合成を可能にする。
C言語版を作成し、移植性を向上させる。
コーパスベース方式様に発音辞書の作成を試みる。
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